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DDTの投出力は静性物質とⅠ･ipoid可溶椀物喋と

の組合さった作用とされているが'Campl)ellaWest

(194血 準鎖したpara-chlQrbenzeqe板が副生綻伊と
して作用L,筏余のChloroformが溶解に閉脚すると

指摘した｡それに反し,Martin良Waiれ(1944)紘

chlorbenzene核がLipDid蒋酵L塊として働き･磯 余の

分子が生鰻の中心に I-IClを逝鞘放出するために静性

成分として作用すると曙京したoBusvineはDbTの

これらの寧頚を検討するため,DDT及び亘毎轟鼻腔

をトコS,ラミ Cimexle.turarlus, シラミPedicllllLS

huinalluりこ作用させ,同時にオリーブ油中の醐 串,加

水分榊によるHCl蕊を測定した｡その粕監 DDT

はその誇導櫨に比校して嗣昆虫に位も布野でl叉,一帯

迅速に加水分離さやることを見出し･化創勿の敵性とヽ
的中の溶解性との間に紐関係を得たO
榊 解し難い化合物の掛 ､毒力はその､Gal.ricr叉は義

肢のWaxやⅠ.ipoidに封する高度の飽和度で説明朗L

る常で,恨りにそれらの化合物を飽和砕波として用い

坤 ま･.矧攻撃 鵜は見坤 ないと期待される笛であ
るO然し 胡 tらの化合物をWhite｡illHこ飽和させ

た溶液に傾眠を擬し,その磁紙上にシラスを静.､て試

険し,50%致死の時間を開発した稗史･明 しらの化合

物の致死時間は贋範曲にあE),DDTの作用を設別す

る壌瀧は何れも不十分なることを結納したO

'(酒井捕六)

ショウジヨ19バ立の髄亀と&'L虫力

H･1{almus: DiffcllenCeS享rlresistances tO

toxic ミubstancesshownbydifferentbody

colotlrrnutantSinDro叫挿 Ia(Dipt即a)十Proc･i

R･Ent.Soc.L'ond.(A)17,10-12:127-133.

双題額の未皮の藤色化は.PPlyphepolsに鹿酬 -る1

格の犠皮過掛こ依るものも そゝの硬化七取水作用とを

生じ,叉ショウジヨサバ:aDl･0的や7Lilaの4紐の明色

突然建叔型くMutant)は乾気中に敵機させると,一その

野雌型 sibsよ[)JI'l托し,逓かに偲環が減少するtと

が示翫 Lでいる｡この璃険では,Dlllela710gasferと

D.卵e7Ldoobs川†･aのraceA との虫故の暗色化が郁々

の水静性物質北びに鋭弧や弛溶性の物Hに到する透過

性を拭ずるととを見tLiしたD略- 億 の成熟既にある

40IZG宛の-エを CO空で不宿敵にして.これに一定数

の電氾,Kerosene,Creosote肺 除虫菊袖山乳剤や

稀硫酸水溶液を撤和したOその細田の波線櫨柁爽 I々O
担宛の野性型及び腰典型瑚昭 から成?ているOこの
覚敵の緒見 開硬の明色鱒期掛ま野憾弛よt)商い死亡

率を示した｡叉電池と稀硫酸液勝 田の後では,D･.mi-

lal10g鳩tel･の滞包壁典型の1種偶は野性型よL)ずつと

永く生存し怒bhしかし他のものには有意な遊興は諌め
られなかった｡D･psetLdoobsct,roの場合で恥 肌色鍵奥

矧息脚 晩 は罷批乳剤の撒布後野性覗よC)ずつと随寵

を洩少し,晦肌で成規!tた後の致死したへT･の眼の崩
壊は野性型よりnll色蟹沢,7jlBの加 L;余分に起ったoこの
壁異型の反鷹がすべ王の化撃薬品にりし宰常温に迦る

､ことは蛸級でないが,暗色の表皮がずつきと恕起な韻皮

構造によって肌色の訴皮より物曙の述過が少ないと考

えられるO静性野脚二秒さ,る抵抗性の憩樽的研随 托

将汰に-一つ の材料な滋供するものとなE3;朋七故に,
昆虫の欄肘紳 わ曙色の成員は故虫軸の使用による化

鄭 勺淘汰に射して,朗色の成員より比布が齢 帖 なる

可髄性を持ち,叉砥疏性晶麿の軍展を生ずる結果とも

なろうo昭弘の封戊によって毒焼物蜘こ鍬する慣色麹

昆単の保護は工梨郷絹に放ける多くの肌色塾昆瓜が暗

色昆虫に庶換えられる醗凶ともなろうoこれは卦こ餅

趨Elの鼎化型についても青緑は 坑 (捌 漸 く)

原虫菊の協力剤 Pl'p3TOnylCyclohexenone
p.G.Piquett,A.H.Nelson･andE･R･McGovran:
sync.rglSminPyrethrtlrn-PiperonylCyclohcxen0 -
.1e東｡BLChPowders.I.¢弧 Ent･40(4):,577,1rJ'17･
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J 除虫菊の協力剤に闘する研究は，現在多くの人々に

依り行われつつあるが，本論文は市腹の Piperonyl-

Cyclohexenone を用いて，プキプリに、劃する数果を

粉河の形で試験Lた結果の，簡単な報告で-ある。賓験

に用いた除虫菊エキスは，査ピレトリシ量 16.44.?~ の

ものであった。先ず此のエキス及びPiperonylCyclo-

hexenoneを必要量アセトシに溶かLて縮綾土に吸着

せ、しめ後乾燥し， 200メッシュの鯖をとおして粉剤を

調製Lた。 試験方法ほ大きなガラス阻の底に厚手の

Kraft紙を敷いた事をのぞいては，穂、て McGovran

and Piquett (1916)ョのそれ士同様である。nn.の大き

さは直径22.9cmもこれに直径11.1cmの国型のkrafL

紙を敷き，此の祇の上に調製した粉剤をいずれの試強

に於ても 30mg宛平等に撒布した。その後，この撒拐

された部分を，祇と同径のガラス阻を裏返しにしてお

おい，ゴキプDを此の皿のまわりの撒粉Lない部分に

おき，水と食物を輿えておいた。供試昆虫が静かにな

った時，裏返LにL'"(かぶせておいた皿を静かに動か

し昆虫を紙の上に導入Lた。)霊験にワモシゴキブ

リPe1かZanetaamericana (L.)の雌の成虫15匹を用

い，一試料に聖母Lて合計60匹を使用L1.こ。結果は失表

の如くであるo

Pyre r Piperonyl 110日後の
thrins ICyclohexenonel殺虫率

O.3~~ I 0% I 2% 
~O I 3 I 5 
0.3 I 3 I 83 
~3 I L5 I 9ヨ
，0.3 I 0.75 I 63 
0.15 I 3 I 77 
0.15 I 1.5 I 4δ 
0.15 I 0.75 1 27 

自Hち雨者とも皐

濁では極めて低い

殺虫率Lか得られ

ないが，二者の混

用に依って，著し

い協力現象を認め

る事が出来る。
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